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カシュカーイーとファールス地方

河　田　久　美

はじめに

　イラン史における遊牧部族の重要性は今更指摘するまでもない。18世紀後半に成立した

Q2jar朝も彼らが打ち立てた王朝であり，支配下のイラン各地には多くの強力な遊牧部族が

割拠していた。そのような遊牧部族の中に，爾部の砺rs地方で活躍したQashqa’iがおり，同

地方において一大政治勢力を形成していた。

　現在，カシュ詩心イー研究は，Oberingの歴史的研究［Obering　l974］とBeckの文化人類学

的研究〔Beck　2986］に大別される。我々は，前者によってカージャール朝初期から今世紀半

ばまでのカシュカーイーの政治的動向をたどり，後者によってそれ以降に彼らが被った政治

的・社会的変化や，内部の社会的構造，現代の生活に関する知識を得，歴史研究の一助とする

ことができる。しかしカージャール朝時代のカシュカーイーについてのNf究は，有力者の政

治的動向を遺時的にたどったオバリングの研究から一一向に進んでおらず，カージャール朝以

外の外部勢力との関係，カシュカーイー有力家系内部の勢力関係等，多くの問題が残されてい

る。特にファーールス地方内の各地域とカシュカーイーとの関係という空問的見地からは，夏

旧地・冬営地の指摘以上のことはあまりなされていない。

　そこで本稿では，カシュカーイーとファールス地方内の各地との関係を，夏営地・冬営地だ

けではなく，政治的側面，私有地の所在といった観点も含めて考察する。治要史料はファール

ス地方の年代記及び地誌であるFNと，イギリスのagentのイラン人が記したファールス地

方の忌事報告VEである。対象とする時代はおおよそカージャール朝成立期から，FNの執筆

が終了した1304／1887年までとし，必要に応じて，この対象時期外にも雷及する1）。

1　カージャール朝時代のカシュカー一一イー

　カシュカーイーはいくつもの遊牧部族集団の連合体であり，そのエスニシティーは～様で

ないが，大半はトルコ系である［Obering　1974：27］。また“Qashq2’i”の語源については，トル

コ語の“qachmaq”（逃げる）などの説があるが定説はない［Obering　1974：32－34；Beck　1986

：43－44］。彼らの夏営地・冬営地は，ファールス地方のカージャール朝地方政庁所在地

Shir2zを挾む南北，すなわち前者が問地方北部の山岳地帯，後者が同地方中南部に広がってい

る。
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　FNによると連合体カシュカーイー　（A－e　Qashq盃’i）は66の部族集団（tire）で構成されていた

［FN：1582］。そしてカシュカーイー全体は，点くともカージャール朝に先立つZaRd朝の時

代からilbegiなる地位：の保持者を鷲出するShfihllll　i家によって支配されていた。　FNによれば

カージャール朝時代の1234／1818－9年，それまでイルベギであった旧家のJaniが，王朝から

ilkh5niに任名され，息子Mohammad‘Aliがイルベギとなった2｝　［FN：719］。イル響胴の主た

る義務はカシュカーイーからの徴税であり［Beck　1986：29；Tapper　l991　：518－519］，これ

以後，シャーヒールー家が輩出するイルハニと彼を補佐するイルベギによるカシュカーイー

支配体制が続く。歴代イルハニ，イルベギ，及びシャーヒールー家の人名は系図と表1を参照

されたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Es職萬1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jani

eosein　Qoli　　　　　　　Mobammad　‘Ali　Mortada　Qo；i

jah2pgir

1
　　　Moijammad
　　　恥sa簾

典拠　　F卦ξ　：ユ100－1103

　Lotf　！asr　’Ali
　‘Ak　AllAh　Qoli
　l
Mohammad
　＄adeq

凸　　Qobad　　　　l

　　Emam　Qoli

Mostafa　Qoli

Sohrab

Mo阜a磁孤ad　Qo至i

D該r老…b　　　　　　Solちまn

　　　　Mo奪ammad

系図　S聴h駅家

至ikhan冨 11begf

J盃甫（1234－1239） Mo尊a阻nlad‘A1亙（1234－1239）

M・瞬蹴ad　LAIτ（1239－1268） Mor匙a（麺Qoli（1239－1249）

Mo辱ammad　Qo11（1250－1268）

Mo与arnmad　Qol罫（1268－1284） Jahang1r（i268－1288）

Sol頃n　Mo≒a膿mad（1284一）

‘AI1　Qo11（1288－1292）

Darab（1292一〉

醤a与rAl励（1294一）

典ま遇　　FN：llOO－1103；VH：39，71

　　1292年から1304年までに，イルベギ粒：はDirtibとNa§r　Allahの問を最低8回は往復した

　　［VE：39，71，92，137，王90－191．241，255－256，261，273｝。

　　　　　　　　　表l　Ilkhani・ilbegiの在位年代（1304／1887年まで）

　カージャール朝とザンド朝の抗争時代，カシュカーイーは後者に味方していた。そのため

シャーヒール～家の人々は，カージャール朝の創始者Aqa　Mobammadが没する1211／1797年

まで，ザグロス山中に身を潜めていたと雷われている［Obering　1974：42］。しかしカシュ

カーイーは徐々に頭角を現し，遊牧部族という軍事的性格故に，王朝側にとって両刃の剣と

なった。例えば，ファールス地方住罠の不満をかっていたファールス地方知事の近衛兵とそ

の家族の隅地方からの追放に大きな役捌を果たし，知事にとって厄介な存在であったにも拘
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わらず［長谷川1992：25－28］，彼らがファールス地方政庁有力春に反発して隣接する

Kerm巨n地方への移住を企てるや，知事は自ら出向いて引き留めた［FN：748－751；RS　X

：35－37，39；NTLlO8－i10］。強力な遊牧部族の移住は，税収のみならず軍事力の喪失で

もあるからである。実際，ファールス地方政庁軍としてのカシュカーイーの活躍も，史料に見

いだすことができる［FN：798，801，809，814－817，825，826；RS　X：576，　720，　734－742；NT　EI

：　248，　259，　260，　266－268，　270，　27i，　274－276，　280　i　gA　：　204－209］．

　このようなカシュカーイーの制御に，カージャール朝は硬軟両面の方策を薦いた。すなわ

ちシャーヒールー家の有力者をイルハニに任命し，カシュカーイーの徴税と統制を任せ，また

虚血の者をファールス地方知事の娘やシャーの姉妹と結婚させた［FN：727，　ilOi；RS双

：718］。その一方で，知：事は機会を窺ってイルハニ及びイルベギを攻撃し［FN：756－758；R§

X：75－76；NTH：i24－126］，シャーはイルハニを人質として10年以上にわたり自分の許に

留め置いたこともあった［FN：768，790，　llOi；RS　X：364；NT　H：231；Pt：227；HA

：56］。1278／1861－2年，時のシャー，　Naser　al－Dinの命令により，ファールス地方の地元有力

igL　Qavam　al－Molkのもとに，同地方の五つの遊牧部族の連合体Khamseが結成されたが，これ

は雷わば「上からの」Qashq5’1対抗勢力創出として知られている［FN：967；Obering　1974

：　65　；　Beck　1986　：　79］．

　このようにカシュカーイーはファールス地方において看過できない政治勢力であり・，カー

ジャール朝末期の立憲革命，第一次世界大戦を経て，Pahlavi朝からの弾圧を受けるまで，相当

な影響力を保つのである。

ll　ヵシュヵーイーとファールス地方

　ファールス地方はイラン南部に位置し，その南縁はペルシア湾岸である。中心都市はほぼ

中央部にあるシーラーズで，ここにはファールス地方の地元有力者が居を構え，カージャール

朝申央から赴任したファールス地方知事が，岡浮して来た家族，側近，軍隊等と共に暮らした。

ところで，シーラーズ以外のファールス地方内部はbolGkという小地方に分かれており，FN

によればその数は653｝である。FN，　VEでは，ボルーク名でファールス地方内の特定地を示す

場合が多いので，本稿でもボルーク単位でカシュカーイーとの関係について考察を進める。

1　カシュカーイーとシーラーーズ

　まずカシュカーイーとシーラーズとの関わりを見ておこう。ここでの考察対象は，史料の

記述の制約上，カシュカーイーの中でもシャーヒールー家に限定される。

　カージャール朝時代，シーラーズは11の街区（mahalle）に分かれていたが，　FNではシャー

ヒール一家は「カシュカーイーのハーンたちの素晴らしい一族」（Selseie－ye　Jalile－ye

Khavanin－e　Qashqa’i）として’1），　Meydan－e　Sh盃h街区の名士に挙げられている［FN

：11eO－11e3］。　Afsarの研究によれば，彼らの佐織はこの街区の西部にあった［Afsar　1353
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：279］，シャーヒールー家がカージャール朝時代に造営，修理・増築という形で関わったシー

ラーズの造営物も当街区に集中している。具体的には，庭園（bAgh）が二つ5｝，masjed，公衆浴

場（hammam），廟（boq‘e），ホセイン殉教劇場（lloseiniye＞が各々一つある疋％またシーラーズ

近郊にも、同家ゆかりのバーグ，受難劇場（takiye），キャラバンサライが一つずつある7｝。

　これだけ多くのシャーヒールー家ゆかりの庭園や建造物が存在すると，彼らは他のカシュ

カーイーと共に夏営地・冬営地を往復する生活をせず，ほとんどシーラーズに罵住していた

のだろうかとの疑問が湧く8｝。前章で述べたように，シャーヒールー家はi211／1797年のアー

ガー・モハンマド死去まで避難生活を送っていたが，1234／1819年にはジャーニーがイルハニ

に任命されており，この時までに不遇時代が終わっていたはずである。しかし、それ以後

1290年台まで，シャーヒールー家がいつ，どのような場合に，どれ程の期問シーラーズに滞在

したかを示す記述は史料中にあまり見いだすことができない9）。1290年台に入るとVEに

よって，シャーヒールー家の三々のシーラーズへの畠入の様子がわかる。それによれば，イル

ハニやイルベギは毎年春頃に税務のためシーラーズを訪れ［VE：73，89，122，184，186，214，

286］，この定期的訪問の他に様々な理由でシャーヒーールー家の人々は不定期にやって来た

がIV），たいていはシーラーズから離れて過ごしていたようである。

2　カシュカーイーと求ルーク

　次にカシュカーイーとボルークとの関係を，以下の三点について見ていく。

　（a）生活圏。ここではカシュカーイーが実際に生活の場としていたボルーク，その可能性

があるボルークを抽出する。「生活の場」であることが最も明確なのは夏営地・冬営地とされ

ているボルークである。そこで，初めにFNの夏営地・冬営地を列挙した箇所［FN：1581］に

現れるボルークを，関連情報を付け加えつつ掲げ，続けて生活の場となっていた形跡のあるそ

の他のボルークについて述べる。

　（b）ボルーク統治。ファーールス地方知事はボルークごとに徴税を主な任務とする鱒be㌻，

hakemと呼ばれる統治者を任命しだ％この項目では，カシュカーイーを統治者に戴いたボ

ルークを取り上げる。その際，統治期間が不明か10年程度までの短期聞に終わったボルーク

と，長期聞統治が続いたボルークに分け，統治詰問判定の根拠とともに，統治者や統治の縛期

について記す。

　（c）私有地。カシュカーイーの私有地の存在が知られているボルーグを掲げる。なおボ

ルーク名に付した番号は，地図と表2のボルーク番号に一致する。

（a）生活圏

　（i）FNで夏営地とされているボルーク

　Sarljadd－e　Sheshntihiyewh　2

　1236／1834年の春から夏にかけて，遊牧部族Bakhti跨riとカシュカーイーとの，夏鳥地をめ
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1〈gh－e　GelOye

Sarljadd－e　Sheshnal．i一｝ye

Sarl］add－e　Chahardange

Dez－e　Kord

KEmfirttz

Mamassani

Ardekan
BeiCa

K盃zer疲n

Kith－e　Marre－ye　ShKFT

ll　Mahar－e　Milati

12　Khesht
13　Jere

14　Dashtestan

15　Dashti

16　Farrtishband

17　Firgzabad
18　Qir　o　Karzin

i9　Arba’e

20　Afzar

21　Khonj
22　Bidshahr　o　J“yom

23　D議r議b

24　L議rest蓋n

25　Galledar

26　Eql三d

27　Bav議n激

28　Qitnqori

29　Mashhad・e　Omm　al－Nabi

30　．　Ab2de－ye　Tashk

Demorgny：Carte　1をもとに作成。ボルークの境界，ファールス地方の範囲は，FNが執筆されていた頃
とは若干異なると考えられる。Dez・e　Kord（4）はおおよその位置のみ示す。

ぐる抗争がおきている［FN：720－72i］。1263／1847年のノウルーズよりあと，ファーールス地方

知事はイルベギMoha組mad　Qoliを討つために来たが，初夏にはシーラーズに戻っており，こ

の遠径は春から初夏にかけて行われたことがわかる［FN：785］。この二つの事例は，春から

夏にかけてここで過ごすカシュカーイーの存在を明示している。

　Sar￥add－e　Chahtirdfinge一　3

　1291／1874年初夏，ファールス地方知事はカシュカーイーの税務（mo‘amele－ye　m21iyat）のた

め，Ardekanとこのボルーク内のK：hosrou　Shlrlnに軍を派遣した［VE：10］。

　Dez－e　Kordww　4

　Kamfirgz一　s

　夏営地であると詞時に，イルハニのジャ一匹ーの息子で，定住生活に入ったと思われるHe－

sein　Qoliとその子孫が代々居住する地であった［FN：llO1］。

　Mamassaniww　6
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　Lor族のMamassaniが多く住むボルークであるが，このボルークのKakAn地方とKMHR

地方がカシュカーイーの国営地で，ママッサニーとの軋礫も年代記に書き残されている［FN

：　779－80　；　NT　II　：　360］　．

（ii）FNで冬営地とされているボルーク

　Mahifr－e　Milat￥一11

　Khesht－i2

　3ere－13

　1300／1886年冬，ファールス地方政庁高窟＄的eb　DlvAnが，カシュ二一イーからの徴税を辞

退したイルハニのS◎ltan　M的a職職adとイルベギのNa§r　Allahを追って，向かおうとしてい

たのが，このジェレとFirgzAbadであった［VE　I　177］。

　Dashtestan－14

　1889年から翌年にかけてイランを旅したCurzQnも，冬営地の存在を記している［Curzen　11

　112］　o

　Dashtiumis

　l849年から1853年までイランに滞在したSheilもig世紀中頃，冬をここで過ごすカシュ

カーイーがいると記している［Sheil：399］。

　Farr2shband－16

　Arba’e－19

　Afzar－20

　13e4／1887年冬，かつてのイルベギ，　M◎rtada　Qoliの孫Emam　QoHが滞在していたのが，こ

のボルークかKhonjであった［VE：281］。　FNが執筆されていた当時，カシュカーイーが利益

の少ない簡単な耕作（zera‘at－e　mokhtasarl）をしていた［FN：1262］。

　Khonj－21

　1291／1874年冬，シャーヒールー家のDarabは，このボルークにあるShahrl順ri要塞を攻略

した［VE：20，21］。上述のとおり，モルタザー・コリーの孫がここにいた可能性がある。

（iii）その他のボルーク

　K章h－eGe1額ye－1

　1293／1876年から1297／1880年にかけて，当蒔のイルベギ，ダーラーブの存在を示す記述が散

見される［VE：62，101，127］。この時期，当ボルークはカージャ・一ル族のSel￥hn　Ovais　MlrzZ

に統治されていたが，ダーラーブはターフ・ギルエという土地よりも，彼とのつながりゆえに，

ここにいたようで，1298／1881年のファールス知事交代に伴い，このボルークの統治者が替わ

ると，ダーラーブのターフ・ギルエでの活躍も見られなくなる。しかし二人の結び付きの背

景を論じるだけの能力を，現在の筆者は持たないので，事実の指摘のみにとどめる。他には

1300／1883年，カシュカーイー内部の不和から，一部が移動して来たという記述がある［VE

　l80］e
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　ArdekaR一　7

　Sarhadd－e　Chahardangeの項で述べたように，1291／1874年夏，税務のためここのカシュカー

イーに対し軍が派遣され，1293／1876年の同じ時期に，シャーヒールー家のダーラーブと‘AII

Qoliとの間で抗争があった［VE：58］。また1305／1888年夏には，このボルークやBeidtiのカ

シュカーイーにペストが流行した［VE：316］。以上の事例から，1290年以降，夏季には，ここ

で過ごすカシュカーイーがかなりいたと考えられる。

　Beid　a一　8

　i291／i874年夏，ファールス地方知事がシャーヒールー家のSohrabを捕らえさせたのがこ

のボルークである［VE：i4］。1300／1883年春と1302／1884年の晩夏または初秋に，カシュカー

イーによる略奪があった［VE：186，232］。またアルデカーンの項で記したように，1305／1888

年夏，ここでもカシュカーイーにペストが流行した。隣接するアルデカーン同様，ここで夏を

過ごすカシュカーイーがいたものと思われる。

　1〈ikh－e　Marre－ye　SHKFT－IO

　l291／三874年秋，このボルークのKGdiyanという所にカシュカーイーがおり，イルハニのソ

ルターン・モハンマドが赴いた［VE：16］。また1295／1878年春とi3eO／1883年夏には，カシュ

カーイーによる略奪，カシュカーイーの略奪者捕縛が報告されている［VE：87，196］。

　Fkrazきb盃d－17

　FNでは冬営地に挙げられていないが，以下の数々の事例より：重要な冬営地であったと考

えられ，冬営地群に含めなかったFNの著者の意図が理解しかねる。まず1256／1850年，この

地を訪れたAbbottは，イルハニのモハンマド・アリーに会い，当時はイルベギであったモハ

ンマド・コリーの邸宅と広大な庭園があると伝えている［Abb◎tt：175］。1295／1878年春，イ

ル四囲のソルターン・モハンマドが税務のためここからシーラーズに赴いており［VE：89］，

i881年3月にStackはここで彼に会っている［Stack　I：85－90］。瞬様にこのボルークが彼の

晩秋から春にかけての滞在地であったことが，VEの1300／1882－3年，1304／1886年の記述，本

稿の舛象期聞をやや越えるが1305／1886年，1307／1889－90年などの記述で確認できる［VE

　177，184，198，277，　300，349］。カーゾンはここがイルハニの“official　residence”であると

雷っている［Curzon　H：228］。また1291／1874年秋，ファールス地方政庁はダーラーブの動き

を牽制する軍を派遣した［VE：16］。このようにシャーヒールー家有力者の冬の滞在地で

あったこのボルークは，カーゾンが記すとおり，カシュカーイーの中心地と誉えよう［Curzon

Il　：　l12］　o

　Qir　o　KArzin－18

　第王章で触れたケルマン移住事件の際，移動開始直前の1247／1832年春，イルハニのモハン

マド・アリーがいた場所である［FN：749］。1266／1850年春，アボットは，このボルークにあ

る要塞を攻撃しているイルベギのモハンマド・コリーに会い［Abbott　：168］，彼の冬の住居と

イルハニ，モハンマド・アリーの家族のキャンプを目にした［Abbott：172］。　i291／i874年初
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めの冬，シャーヒールー家のソフラーブを追うファールス地方政庁の使者は，ここに至り［VE

：4］，次の冬，やはり地方政庁に追われていたダーラーブは，自分の甦蔵物を取り菰来た｛VE

：23］。以上の事例から，FNでは冬営地に挙げられていないが，シャーヒール一家の根拠地

のひとつであったと推測される。

　Bidshahr　o　Jeyomrw22

　i292／1875年冬，ファールス地方知事は，シャーヒール一家のQobsdの患子たちの捕捉，治

安維持，徴税のために，このボルークへ人を派遣しようとしていた［VE：45］。

　L自restきR－24

　シェイルは冬を過ごすカシュカーイーがいると記しており［Sheil：399］，カーゾンも同趣

旨のことを雷っている［Curzon　II：112］。1295／1878年と1300／1883年春に，カシュカ・一一　K一

による略奪が報告されている［VE：84，1853。

　Eqtid’26

　イルハニ，モハンマド・アリーの孫Mollammad§盃deqは，母親がこのボルークのkal盃ntar

の子孫であるという縁で，FN執筆当時，首観Abadeに住んでいた［FN：110i］。

　Qanqori－28

　カシュカーイーから分離して定住したといわれているKhalaj族の居住地12）［FN：1424］。

カーゾンによると，春にはこのボルークのDehbidという地を，季節移動するカシュカーイー

やその他の部族が，ミルクをパンに交換しつつ通過するという［CurZOR　II　：70］。

（b）ボルーク統治

（i）長期問統治されたボルーク

　Sarhadd－e　Sheshnahiyeww　2

　1249／1833－4年，ファールス地方知事はカシュカーイーの有力者弾圧を試みたが失敗，一旦

捕えられたイルハニのモハンマド・アリーは解放され，以前購様このボルークを含むいくつ

かのボルークの統治権（dabt）を与えられた［FN：758］。従って，彼は1249年以前からこのボ

ルークの統治者であった。モハンマド・アリーは1268年に没したが［FN：1101］，このボルー

クの統治者は，約半世紀後の1292／1875年，ダーラーブがイルベギ就任に統治権を獲得するま

で知られていない［VE：39］。ダーラーブはFNが執筆されていた当時も統治していた。　FN

の岡じ箇所によると，「昔から現在まで常に」統治権（恥k丘mat　o蘇be㌻i）はシャーヒールー家に

あった［FN：1358］。よって，このボルー一一一クの統治権は遅くとも1249年頃以降は，同家にあっ

たと考えられる。

　Sarhadd－e　Chahardange一　3

　サルパッド・シェシュナーヒエ同様，1249年にモハンマド・アリーに再度与えられたボ

ルークで，FNに拠るとここの統治権もやはり「昔から現在まで」シャーヒールー家にあり，FN

執筆時は，1256／1840－1年生まれのナスロッラーが若年より統治していだ31。このボルークも
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遅くとも1249年頃以降，シャーヒールー家に統治されていたとみてよい。

　Dez－e　1〈ord一　4

　このボルークの統治権も，FNに拠れば「昔から現在まで」シャーヒール一家にあり［FN

：13ig］，VEによれば1298／1881年目は，イルハニのソルターン・モハンマドが統治していた

［VE　：　14e－141］．

　K含m百r額z－5

　サファヴィ一朝末期以来，カシュカーイーを構成するティーレの一つでCharde　charikに

属する家系が代々統治してきたが，FN執筆時には，この家系は統治権を失い，シャーヒー

ルー家のナスロッラーが若いころから統治していた［FN：1102，1451］。

　Jereww13

　FNに拠ると，統治権は：長年（salha）シャーーヒール一家にあり£FN：1276】，FN執筆蒋にはア

リー・コリーが若年から統治していた［FN：llO2］。

　Farrashbandnv16

　FNが著された百年以上前から統治権はシャーヒールー家にあるという［FN：1385］。　FN

執筆の百年前にはアーガー・モハンマドが存命で，カシュカーイーにとっては苦難の時代で

あったから，この言葉は額面どおりに受け入れられないが，以下の事例より，長期闘シャー

ヒールー家が支配したことは裏付けられる。まず，このボルークはサルパッド・シェシュ

ナーヒー一工などと共に1249／1833－4年，イルハニのモハンマド・アリーに再度統治権が与えら

れたボルークのひとつであり［FN：758〕，1273／1856・・7年には当時のイルハニ，モハンマド・

コリーが統治していた［HA：203－4］。その後，次のイルハニであるソルターン・モハンマド

に統治権が移り［FN：1103］，カーゾンが旅した当時も，彼が統治者（governor＞であった

［Curzon　II　：　112］o

　Fir額z衰b巨d－17

　1200年台初めにはカシュカーイーの統治下にはなかったが［FN：673，918］，1249年にモハ

ンマド・アリーに再度与えられたボルークには含まれていた［FN：758］。　FN執筆時には，イ

ルハニのソルターン・モンマドが統治権を有し［FN：1423］，ファッラーシュバンド隅様，

カーゾンも彼を統治者（govemor）であると記している［CurzoMI：i12］。1249年から約半世

紀問の統治者の変遷が不明だが，FN執筆時に，統治権をシャーヒールー家が持つようになっ

て，既にかなりの年月（chandin　s21）が経っていたから［FN：1423］，この期問にも，ほとんど

シャーヒールー家が統治していたと考えられる1’t）。

　Arba’eww19

　ここも1249年，モハンマド・アリーに再度統治権が与えられたボルークのひとつである

［FN：758］。　i292／1875年，ダーラーブのイルベギ就任と隅時に，その統治下に入った［VE

：39］。非カシュカーイーも含め，このボルークの統治者に関する情報は他に無いので，二人

置統治の問も，シャーヒール一家の統治が続いていたと推測される。
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　Afzarma2e

　1249年にモハンマド・アリーが，1292年にダーラーブが，アルバエと同時に獲得したボルー

クである。

　Khonj－21

　FN執筆賭まで，統治権は長年（s盃lh2），シャーヒールー家にあった［FN：1303］。具体的事

例として拾えるものは，アルバエやアフザルと同じである。

　BavAnat－27

　隣接するターンコリーに住むハラジュ族のQ盃semなる人物が，1200年台前半にイルハニの

娘との婚姻により，このボルークの半分の統治者となったという：事実からt「“〉，具体的な状況は

不明だが，シャーヒールー家の影響力の強い土地であったことがわかる。その後しばらく統

治者に関する情報は途絶えるが，1290年台以降はVEによって統治者の変遷を知ることがで

きる。それによればバヴァーナートとターンコリーは，あたかも一つのボルークのように，ほ

とんど同じ経緯をたどる。すなわち1292／1875年，カーセムの息子‘Abbas　Qollが両ボルーク

を得るがUi｝，翌年解任され［VE：64］，問もなくバヴァーナートはシャーヒールー家のナス

mッラーの統治下に入った［VE：64］。彼の統治は短期間で終わり｝7），このボルークはターン

コリーと共に，ファールス地方政庁有力者の息子など非カシュカーイーの支配を受けるよう

になるが［VE；70，136，156，158］，1299／1882年にはアッバース・コリーに再び二つのボルー

クの統治権が与えられた［VE：158］。そして1305年頃からは，またナスロッラーが爾ボルー

クの統治者としてしばしば顔を出すようになる［VE：314，316，334］。以上の統治者の変遷よ

り，1200年台前半はシャーヒールー家の間接的支配下に，岡年代末からはしばしば直接的統治

下にあったと言える。

　QaRqoriww28

　バヴァーナートと隅じく，ここに住むハラジュ族のカーセムがイルハニとの姻戚閣係を契

機に，ボルークの半分の統治者となった。1280／1863－4年頃に彼が死去してからは，息子アッ

バース・コリーが時々ボルーク全体を統治していたというのがF醤執筆時の状況である［FN

　i424］。1290年台以降の統治者の変遷は，バヴァーナートの項で既に述べた。

（ii）中・短期問統治したボルーク

　Mamassani一　6

　1291／1874年，カシュカーイーのティーレのひとつ，Darreshitliの有力者が統治権を得たが，

翌年には失った［VE：10，30］。

　Kazeran一　9

　i268／1851－2年と翌年，モハンマド・アリー一の息IF・　Jahangirが統治した［FN：1101］。

　Daねb－23

　上述のジャハーンギールが，カ一献ルーンを統治する直前の二年問，このボルークの統治に

定められていた［FN：ilO1］。アボットも1850年3月，彼のこの地位を確認している［Abbott



　　　　　　　　　　　　　　カシュカーイーとファールス地方　　　　　　　　　　　　25

：　i58］o

　Galledar－25

　1298／i881年から翌年にかけて，シャーヒールー家のダーラーブが統治者であった［VE

　139，　140，　144，　149，　155，　161］　．

　Ab5de－ye　Tashk－30

　1293／1876年，ジャハーンギールの子Moりammad　Hasanの統治下に入り［VE：63L　FN執筆

当縛も統治権があった［FN：110月。他に統治者に関する情報が無く，彼の統治が10年間続い

た可能性もある。

（c）私有地

　Sarljadd－e　Chahardange一　3

　FN執筆当時，このボルークの土地の大半（bishtar　aml巨k）が，シャーヒールー家のナスロッ

ラーの網続したり獲得した（rnourttthi　o　moktasabi）ものであった［FN：1202］。

　1くAm｛了r負Z－5

　VEの1303／1886年の記事に拠れば，上述のナスロッラーの私有地伽elk－e　arbabi）であり

［VE：271］，ほぼ隅時期のFNの執筆時にも，このボルークの大半が彼が相続したり獲得した

土地であった［FN；ilO2］。

　Maniassani一　6

　Q盃sem　Khan　Kashk薩ye　Qashq激なる人物が，このボルークのKakaR地方を購入し，FNの

執筆当時は彼の相続人が所有していた［FN：1564］。

　FirGz議b盃d－i7

　スタックの報告によれば，1881年現在，イルハニのソルターン・モハンマドは，ここに世襲

した土地を持ち［Stack　L　86］，大規模不在地主（large　non－resident　arbab）であった［Stack　II

：　254］o

　Mashhad－e　Omm　al－Nabi－29

　1301／1884年現在，イルハニのソルターン・モハンマドの土地である［VE：210，212〕。

　さて，以上の情報から読み取れるカシュカーイーとボルークとの関係を整理してみよう。

　まず生活圏に関しては，FNに列挙された夏営地・冬営地に，これに近接するアルデカーン

とベイザーを夏旧地とて，フィールーズアーバード，キール・オ・カールズィーーン，ラーレス

ターンを冬営地として加えることができよう18｝。そうすると，カシュカーイーの生活のあと

が見られるその他のボルークも，ターンコリーを除くすべてが夏営地・冬営地に接すること

になる。そのうちターフ・ギルエは，このボルークの統治者との人的つながりに関わる事例

である可能性をすでに指摘した。またエクリrドの場合は，遊牧部族カシュカーイーの活動

の事例とは雷い難い。しかし他のボルークのものは，ターフ・ギルエのような特殊な背景を
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持たない，遊牧部族カシュカーイーの活動例である。そもそも遊牧部族の活動範囲がボルー

クの境界線と一致するとは考えられない。従ってこれらのボルークの土地も多少は夏丁丁・

冬営地として使われていたか，近隣のボルークを夏営地・冬営地としているカシュカーイー

がここにまで足を延ばすことがあったのであろう。

　ここで改めて今まで言及したボルークを，国営地，冬営地に分け，ボルーク番号順に配列し

ポルーク 統治期間 私有地の存在

夏営地

Sarりadd・e　Shes翁naりiye｝2 長期

Sarりad（垂曹e　Chahardange一3 長期 ○

Dez．e　Kord－4 長期

K益田fi痴z－5 長期 ○

Manlassani一一6 短期 ○

Ardek袋n－7

8e燐一8

冬営地

Mahilr．e　Mi1激1－U

Khesht－12

Jere－13 長期

Dashtestan－14

Dasht1－15

Farr議shband－16 長期

Fir亘zab巨d－17 長期 ○

QτroK農rz茎n－18

Arba’e－19 長期

Afza翼一20 長期

K翻。罰1－2玉 長期

L議restan－24

その他

漁灯・eGe鮨ye－1

Kazer甑一9 短期

K駐h・eMarre・ye　ShKFT　…10

81dshahr　o　Jayo磁一22

Dar巨b－23 短期

Galled議一25 短期

Eqlid－26

8avan言t－27 長期

Q触qorヒ28 長期

葺vlashhad・e　O鵬r匪　a1畠聾abi－29 ○

醇Ab話de－ye　Tashk『30 不明

表2　カシュカーイーとボルークの関係
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たその他のボルークとともに，カシュカーイーの統治を受けたものについてはその期間の長

短を，また私有地存在情報の有無を示すと，表2が作成できる。この表を一瞥してわかるよう

に，カシュカーイーが長期間統治したボルークの大半が夏営地か冬営地である。バヴァー

ナートとターンコリーは夏引地でも冬営地でもないが，ここはいわば広義に取ればカシュ

カーイーに包含されるハラジュ族が，シャーヒールー家との姻戚関係によって統治権を獲得

したボルークである。他のボルークには見られないこの特殊な事情が，夏営地・冬営地から

外れた土地での長期統治を実現させたものと考えられる。ボルークを長期間統治したカシュ

カーイーとは，ほとんどの場合，イルハニやイルベギをはじめとするシャーーヒールー家の人々

である。イルハニ・イルベギの地位に結び付く任務は，遊i牧部族カシュカーイーの徴税や統

制であって，カシュカーイーの夏営門・冬営地があるボルークのそれではない。しかし

シャーヒールー家はこれらのボルークの統治者の地位をほぼ恒常的に掌握することによって，

カシュカーイーの生活圏内では，カシュカーイーに対しても非カシュカーイーに対しても支

配的立場にあったのである。そしてまた，私有地の存在例のうち三例が，シャーヒールー家の

長期的統治を受ける夏営地・冬営地にある同家の土地である。彼らは夏営地・冬営地のある

地域きっての，政治的・社会的・経済的有力者であったと考えられる。

　では中・短期間の統治に終わったボルークの場合はどうであろうか。ママッサニーはマ

マッサニー族が多いボルークで，史料でもカシュカーイーの夏営地としてこのボルーク内の

特定地方名をわざわざ挙げていることから，後者の主要夏営団ではなかったと思われる。残

る四つのボルークは野営地・冬営地に入っていない。つまりこれらのボルーク，特にママッ

サニーを除く四つは，カシュカーイーのH常生活との関係が希薄な場所なのである。実はこ

の四つのボルークの統治権獲得の背景には，シャーヒールー家の一部と王朝との関係や同家

の内部対立があると考えられるが，本稿のテーマからはずれるので，ここでの論述は控える。

おわりに

　本稿ではカシュカーイーとファールス地方各地との関係を考察した。考察対象をカー

ジャール朝初期から1300年過ぎまでとしながら，実際には12eoge台後半以降に片嵜ってし

まった。またカシュカーイー全体を扱うことを目指したものの，ほとんどシャーヒールー家

に関する記述になった。しかし，史料の制約上，やむを得ないことと考える。

　考察の結果，シャーヒールー家はカシュカーイーのリーーダーであると購時に，夏営地・冬営

地のあるボルークの有力者であることが示された。彼らはこれらのボルークの統治者の地位

を安定的に保持し，ほとんど非カシュカーイー勢力の介入を許さなかった。逆にカシュカー

イーが短期的に統治したボルークが少ないことからわかるように，シャーヒールー家をはじ

めとするカシュカーイーが，非力シュカーイーが優勢なボルークに進出することもあまりな

かった。つまりカシュカーイーは，ファールス地方知事交替などの政治的変化にあまり影響

されずに，ほぼ一定の勢力範囲を保っていたのであり，それゆえ独立性の高い政治勢力であっ
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たと考えられるのである。

　先に触れたように，シャーヒールー家の中・短期的ボルーク統治の事例は，同家が一枚岩で

はないことを示唆している。今後はこの有力家系の各人の立場や動向を，家系内部，及び王朝

など外部勢力との関係の二方向から整理する必要があろう。

注

1）　FNには1304年以降の加筆が叢干ある［河田1995＝注io］。

2＞FNには「イルハニjの称号は，この確初めてファールス地方で使われたと記されているが，実際には，

　それ以前から用いられていた可能性がある。オバリングはジャーニーの父Esma‘ilがイルハニを称

　したと記している。ペックによれば，16世紀に活躍したシャーヒール一家の祖先が，この称号を与え

　られたかもしれないが，カシュカ・…mイー⑳イルハニ，イルベギに関する確実な情報で最も早い適期の

　ものは，エスマーイールがイルベギであったことである［Obering　l974：35；Beck　1986152－55］。

3）　FNのボル沼田ク名リストでは76だが［FN：1640］，このリストには同じボルークを指す複数の地名や，

　町の名前が含まれており，実際は65である。しかしボルークの数は，統合やファールス地方からの離

　脱，再編入により変動した。

4）　FNにおいては「カシュカーイーのハーンたち」とはジャーヒールー家を指す［FN：　1581］。以下，い

　ちいち断りを入れないが，FNにおける「カシュカーイーのハーンたち」を，本稿ではシャーヒールー家

　として扱っている。

’5）　イルハニのモハンマド・コリーが造営したBagh・e　llkhaniと［A‘A：5◎9；Afsar　1353：279

　　；Aryanpour　l986：2i2］，ジャーニーかモハンマド・コリー，あるいは両方が手を加えたBagh．e

　Eram　［A’A　：　511m2　；　FN’　：　1227　；　Aryanpour　1986　：　320］．

6）　Masjed－e　ilkhani［A‘A：435；FN：1219；Afsar　1353：279］，KammAm－e　一llkhaniIAfsar　1353：279］，

　Boq‘e－ye　Bibi　Dokhtaran　［A’A　：　457　；　FN　：　l192］，￥oseiniye－ye　llkhani　［A‘A　：　498　：　Afsar　1353　：　279］e

7）　Bagh－e　BehjatabAd　［A‘A　：521］，　Taklye－ye　Plrbanab　［A‘A　：499－49e　；Afsar　1353　：1501，

　Karvansara－ye　Chena＋r［A’A　：　273］0

8）ペックも1g世紀のシャーヒールー家が，シーラーズの佐屠とキャンプとの問を，定期的に移動して

　いたかは不明だと述べているが［Beck　l986：95］，20幾紀にはいると，外部からの圧力に対抗するため，

　彼らは配下のカシュカーイーとの鞘びつき壷強め，恐らく初めてイルハニが牧地のキャンプに定期酌

　に暮らすようになったとも述べている［Beck　l986：125］。

9）　ペルシア語史料に見られる，1290年以前にシャーヒールー家がシーラーズにいたことを示す事例に

　は，次のようなものがある。イルハニ就任後のモハンマド・アリーに関するものとして，1245／1829年

　にシーブ」ズに行幸したシャーのもとへの伺候［FN：741；R＄IX二724］，1249／1833－4年のファール

　ス地方知事による捕縛［FN；757；NT　H：124；R＄X：75］，1250／1834－5年のFatVAIi　Shah没後の

　　シーラーズ混乱時における活躍［FN：764］。イルベギ在位時のモハンマド・コリーに関するものと

　　して，1264／1848年のMo恥mmad　Shah没後の内乱での活躍［FN：788；NT　III　l　168］。このように特

　殊な慕例であるので，通常縛のシャーヒールー一家の行動はわからない。しかし，1866年にファールス

　地方にいたMounseyによると，当時，イルハニのモハンマド・コ1）　一は，ファーールス地方政庁によっ
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　て人質としてシーラーズに住まわされていた［Mounsey：247－8〕。

IO）例えばカシュカーイーが関わった略奪事件の処理やそれによる投獄［VE：9，！42，195，198］，イル

　ベギ変更などカシュカーイー支配に関する用件でのファールス地方政庁からの呼び趨し［VE：ll，16，

　39］，シーラーズ在住有力者宅への避難［VE：48］，税滞納による投獄［VB　92］，恥fahan在便のファー

　ルス地方知事への伺候準備［VE：132，155］，地方政庁への請願［VE：170］などの事例をあげることが

　できる。

11）　⑫beζと聴kemに関して，後者はボルークより広い地域の統治者に対しても使われることがあると

　いった違いがあるが，ともにボルークの統治者を指す場合の違いは明確ではない。例えばボルーク統

　治者の他の任務として，ボルークの平定が考えられるが，徴税と密接に関わるこの仕事が，・一一一，一方のみに

　課せられるか否か，筆者には未だ不明である。Daviesも，この二語は，FNにおいて区別せずに使われ

　ていると述べているが［Davies　1984：139］，dabetは徴税の任を担う暫としての統治者を指す語だと

　も記している［Davies　1984：glossary］。

12）　カシュカーイーの起源に関する諸説の中に，ハラジュ起源説があるが［FNl1580；NTII：　123

　　；Obering　1974：29；Beck　1986：42］，カシュカーイーは様々な起源を持つ部族の連合体であるから，

　ペックも指摘するとおり，どのような説もカシュカーイ　一一の一部にしか当てはまり得ない［Beck玉986

　　；43］。ところでターンコリーのハラジュとしてFNの著者が認識しているのは，上述のハラジュで

　はない。FNのハラジュ起源説によれば，　Ram．から‘Eraqへ移動したハラジュから分かれてファール

　ス地方に入った集団がカシュカーイーであり，そこからさらに分かれてターンコリーに定倥した一団

　が，またハラジュと呼ばれたという［FN：1580］。

13＞FN：l120，1356－1357。この典拠のうち後者では，「現在，統治薪（h2kem）は，1309年からイルハニの

　素晴らしいうカブと地位にある耳ajl　Nasr　Allah　l〈han　Sartip－e　Qashqa’1である」と記されており，明

　らかに1304年以降に書かれたものである。

14）　このボルークとAfzar，　Khonjは1200年代の中頃，政庁の有力者Shokr　Allan　Khan－e　Nnriに統治さ

　れていたことがある［河田1995：注32〕。

15）FNの年代記の部分の1247／1832年の籔所では，カーセムは「イルハニの娘婿Mirza　Qasem　Khan－e

　Khalajjと記されているが，このときのイルハニはモハンマド・アリーである［FN：749】。一方，本文

　の典拠となっているFN後半の地誌編では，彼はジャーニーの娘婿と書かれており［FN：1424］，どち

　らが真実か不明である。

16）　VE：34、　FNには1270年過ぎ以降，この家系がバヴァーーナーートを統治することはなかったと記され

　ているが，誤りである［FN：1266］。

17）　VE：70．ターンコリーにはナスロッラーのこの短期問の統治は認められない。

18＞　本稿で述べた夏営地・冬営地は，ペックやオバリングが恐らく現代のそれとして掲示しているもの

　とほぼ一致する。最も大きな違いは，彼らの方にはラーレスターンが含まれていないことであるが，

　この広いボルークは冬営地の端にあたるので，本稿で扱った時代でも，そのごく一部に冬営地がか

　かっていた程度であったかもしれない［Beck　1986二MAP　2；Obering　1974：256］。
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